
－平成 30 年 11 月定例市議会質問－ 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

 おはようございます。自由民主党岡山市議団の森田卓司でございます。 

 きょうは何の関係もありませんけど，新聞が休刊日であります。 

 きのうも寒かったんですけど，きょうも本当に寒くて，鹿瀬橋ってわかりますかね，あ

そこのところがきょう来るときに見たら１度でした。そういう寒い中で昨日，2018 みつ健

康マラソンで３キロ走りました。３キロがマラソンかというてちょっと御指摘を受けたん

ですけど，健康ですからね，健康マラソンですから。それで市長も走られたわけでありま

すが，昨年は大きく差をつけられて，ことしは僕は亀さん戦法でいこうと思って，最初は

ゆっくりゆっくり行って最後にばっと追い抜いて１位に……，１位は無理ですけど，僕ら

のグループが 150 人ぐらいで真ん中より上に行きたいなと思って頑張ったんですけれど，

結果的にはそういうわけにはいきませんでした。でも走っている途中で，歩いていこうか

何かそんなＴシャツというかそういうのを着た人が，僕が本気で走っておるのに，走って

おる僕を歩いていこうというてとっと抜いていくからちょっとびっくりしたんですけど，

だから今度は僕も走っていこうと書いて頑張らんといけんのかなと思っているところであ

ります。結果は，語呂はよかったんです。ナンバーが 364 で見ろよで，結果は 111 位で，

全て今回のことは覚えれるなと思っております。市長には何分……，後ろを追いかけてい

ったんですけど，最後まで亀戦法になりまして，ウサギになることはできなかった森田で

ございます。（笑声）そういうこともありまして，きょうの登壇でございます。 

 きのう 1,770 人の選手が集まられて，関係者の人を集めると御津スポーツパークがいっ

ぱいになるぐらいの人でにぎわっておりました。市長の開会式の挨拶でもあったんですけ

れど，やっぱりああいうことをやることで地域のきずなも深まり，選手の皆さんも遠くか

ら来られたり，92 歳の人が最高齢でしたかね，92 歳の方も頑張られるということですごい

なと改めて思ったところでございます。 

 それでは，質問に入ります前に，議長に区づくり推進事業についてを通告しておりまし

たが，ここは取り下げさせていただきます。 

 まず，大きな１，市長の政治姿勢について。 

 (1）平成 30 年７月豪雨災害について。 

 平成 30 年７月豪雨から早いもので５カ月が経過いたしました。旭川水系旭川では豪雨に

より浸水及び決壊し，岡山市北区中牧から御津宇垣において甚大な被害が発生しました。

治水安全度を高めるため，県事業となりますが，築堤，河道掘削等を実施する災害対策等

緊急事業推進費が採択されています。今回の豪雨での減災事業が始まり，地域の方々の不

安も幾らか減少しているのではないかと思っているところでございます。 

 ア，まず，農業施設等の被害について質問させていただきます。 

 平成 30 年７月豪雨災害対策等調査特別委員会資料によると，10 月 26 日時点で要望件数



163 件，補助想定額５億円超と示されています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 被災農業者向け経営体育成支援事業での被災者に対しての補助金交付はいつごろから開

始できるのか，お示しください。 

 イ，同じく特別委員会の資料によると，土砂まじり瓦れきの撤去相談受け付け件数が 11

月８日時点で 27 件，うち本申請受け付けが１件と示されています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 本申請受け付け以外の 26 件の状況をお示しください。 

 ウ，平成 30 年９月定例岡山市議会の自由民主党岡山市議団代表質問で，豪雨により崩れ

た林地の復旧に当たり市が事業主体となる場合において，受益者負担をもっと低くするべ

きではないかと提案しています。答弁は検討していくとのことでありましたが，今なお負

担割合が多過ぎて，そのまま危険な状態で住まれている被災者の方が多くいらっしゃいま

す。現在の状況をお示しください。 

 エ，今回の豪雨災害では河川敷にあるスポーツ施設も被害を受けました。グラウンドゴ

ルフ場，野球場，多目的広場等が整備されている屋外スポーツ施設，建部町総合スポーツ

センターも壊滅的な被害を受けました。 

 そこでお尋ねいたします。 

 出水期もあり，タイトな事業となることは理解しますが，建部町総合スポーツセンター

の復旧までのスケジュールをお示しください。 

 次に，(2）森林政策について。 

 林野庁の牧元長官は，抜粋ですがインタビューの中で，森林環境譲与税に期待をと題し

て，2019 年度予算概算要求には，川上の森林所有者と素材生産業者，川中の製材業者と木

材流通業者，川下の中小住宅生産者と家具製造業者を連携させる協議会を立ち上げる関連

経費を盛り込んだ。サプライチェーンマネジメントをしっかりやるという観点で，川上，

川中，川下がもっとしっかり連携をする必要がある。川下の需要に応じて川中サイドが製

材を行い，それに従って川上がうまく供給する流れを促進していくと狙いを話されており，

森林管理を目的に導入する森林環境譲与税（仮称）の活用を挙げられている。 

 そこで質問です。 

 ア，来年度予算編成時期でありますが，森林環境譲与税（仮称）の使途をお示しくださ

い。 

 イ，大きく国の森林政策が変わる中で，岡山市の機構も林政係を北区北の御津支所へ移

し，御津にある森林組合等と連携して間伐や人材育成，担い手の確保，森林整備等を促進

する体制にするべきではないかと思いますが，いかがでしょうか。 

 大きな２，御津スポーツパークについて。 

 平成 26年に建部町文化センター温泉プールにおいて天井板が一部落下するということが

ありました。本年 10 月に御津スポーツパークの天井アルミパネルの一部が損傷して大量の



さびが落下し，めくれたパネルをもとの状態に戻そうとしたところ，腐食し破断した状態

の鋼材が落下した事象が発生しました。関係者の方から連絡をいただき，建部町の温泉プ

ールでも安全確保のために利用を中止にした事例があったため，同様の措置をとるべきで

あると関係者に伝え，調査の結果，詳細な再調査が必要であるとのことから現在休館中で

あると認識しています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 ア，現在の対応状況と今後の復旧スケジュールをお示しください。 

 イ，利用者への周知，対応はできているのでしょうか。 

 ウ，同プールを含め御津スポーツパークは修理や修繕が必要な箇所が多々あると認識し

ていますが，今後どのような対策をされるのか，今年度の対応とあわせてお聞かせくださ

い。 

 最後に，大きな３，ごみ処理広域化計画について。 

 今議会にごみ処理広域化対策事業の債務負担行為が上程されています。また，11 月 28

日の環境消防水道委員会資料でごみ処理広域化対策事業として提出された資料によると，

2018 年度，2019 年度に測量，地質調査を行い，2025 年度には施設の稼働を目指すと示さ

れています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 玉野市と岡山市久米南町衛生施設組合は，新施設稼働後はどのような位置づけになるの

か，お示しください。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

◎大森雅夫市長  

 皆さんおはようございます。 

 昨日は寒かったですね。でも，本当にすばらしいみつ健康マラソンだったと思います。

おかやまマラソンのような大規模なマラソンもいいんですけれども，御津の手づくり感が

非常にあって，すばらしいマラソンだったと思います。終わった後のしし鍋が本当におい

しかった気がいたします。ああいうのをジビエとして活用できれば，もっと活性化につな

がるのかなとも思いながらいただいておりました。私としては，次は来年４月の西大寺マ

ラソンを目指して頑張っていきたいと思います。 

 私は，市長の政治姿勢についての項の林地復旧の受益者負担を低くすべきではないかと

いうことであります。 

 市が主体となる林地災害復旧事業では地元負担金が 25％ということになっておりました。

この負担額が非常に大きいということで何とかすべきではないかという質問をいただいて

おりました。それ以降，検討させていただきましたが，林地災害復旧事業は二次災害を防

止し，市民の生命，財産を守ることになります。非常に公共性が高いと判断し，市の施行



規則を改正し，地元負担金を現行の 25％から 10％に軽減することといたします。ちなみに

今回，市が主体となる林地災害復旧事業自体が 25 件あるそうであります。その 25 件から

適用させていただきたいと思います。 

 次に，森林環境譲与税の話であります。 

 これは，昨年市長会でも多くの議論をさせていただいたところでございます。そして，

森林資源の適切な維持管理を進めるために，森林環境譲与税が来年度から交付される予定

となっているわけであります。あわせて市が主体となって行う新たな森林経営管理制度も

創設されております。我々岡山市においても，林地での土砂崩れの防止，また水源涵養な

どのために，管理されていない私有人工林の適切な手入れをするなど，間伐や人材育成，

担い手の確保，木材利用の促進や普及啓発等の森林整備などに力を入れていきたいと思っ

ております。したがって，森林環境譲与税成立の趣旨に沿った形で岡山市として適切に対

応していきたいと思います。 

 私からは以上です。 

 

◎荒島茂樹市民生活局長  

 同じ項，平成 30 年７月豪雨災害についての中，建部町総合スポーツセンターの復旧まで

のスケジュールについてお答えいたします。 

 建部町総合スポーツセンターは施設全体が全壊していることから，復旧のための測量設

計等を実施しているところでございまして，その結果を踏まえ，来年度早急に工事着手す

ることとしております。現在，施設の利用は停止しておりますが，早急に利用できるよう

復旧してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

◎赤坂隆産業観光局長  

 同じ項，被災農業者向け経営体育成支援事業での補助金の交付についてですが，被災農

業者向け経営体育成支援事業については，８月下旬から 10 月中旬にかけて被災農家の方に

２回の要望調査を実施し，県を通じて国に順次被災農業者経営支援計画書等を提出してお

ります。現在のところ補助金の交付時期については示されておりませんが，被災された農

家の方へできるだけ早期に補助金交付が開始できるよう，引き続き国，県に要望してまい

ります。 

 続きまして，森林政策に関しまして，林政係を北区御津支所へ移してはどうかという御

質問ですが，現在，農林水産課において森林整備に加え，各区役所，各支所が行う治山事

業や林道事業，市内にある３カ所の森林公園の維持管理事業の取りまとめなど市内全域の

多岐にわたる業務を行っており，御津支所への係の移転は困難と考えております。 

 以上です。 

 



◎門田和宏環境局長  

 同じ項，７月豪雨災害の土砂まじり瓦れきの本申請以外の 26 件の状況についてでござい

ますが，公費撤去するか自費撤去するかで検討中のものが９件，宅地内の土砂まじり瓦れ

きを撤去すると宅地につながるのり面の土砂が崩落する危険があるため対応を検討中のも

のが１件，リフォーム等に合わせて撤去作業を実施する見込みのものが２件，写真や内訳

書など申請添付書類の作成に時間を要しているものが 14 件でございます。 

 

◎荒島茂樹市民生活局長  

 御津スポーツパークについての項，現在の対応状況と今後の復旧スケジュール，それか

ら利用者への周知，対応についてお答えさせていただきます。 

 現在，プールの利用については停止しておりまして，天井が損傷した原因を詳しく把握

するため，天井パネルを全て外した上で天井内部を調査し，必要な改善策を検討するため

の委託を来年３月までの予定で発注したところです。その調査結果を踏まえ，来年度早急

に修繕を行いたいと考えております。長期のプール利用停止となり，利用者へ御不便をお

かけすることとなりますが，安全に利用できるよう改修し，できる限り早急に再開できる

ようにしてまいりたいと考えております。プール利用者には館内掲示やホームページで当

面の間のプール利用が行えないことを周知し，プール教室などの定期利用者に対しまして

は，個別に連絡するとともに，建部町文化センターなどでの受け入れを案内したところで

ございます。調査委託完了後は，その調査結果等を踏まえた上で修繕期間をお示しし，プ

ールの営業再開日をお知らせしてまいりたいと考えております。 

 続きまして，御津スポーツパークについての今後の対応についてでございます。 

 御津スポーツパークは体育館，プール，多目的広場やテニスコート等の複合スポーツ施

設でございまして，今年度，遊具修繕による安全対策を行ったほか，多目的広場の水はけ

改修等を行ってまいります。今後につきましては，利用者の声をお聞きしながら，緊急度

に応じて必要な修繕を実施してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

◎門田和宏環境局長  

 ごみ処理広域化計画についての項の御質問にお答えいたします。 

 可燃ごみの処理は，岡山市が玉野市及び久米南町から事務委託を受けて広域処理施設で

行います。可燃ごみの収集運搬及び不燃ごみ，粗大ごみなどの収集運搬処理は，これまで

と同様に玉野市と岡山市久米南町衛生施設組合が行う業務となります。 

     〔28 番森田卓司議員登壇〕 

 

◆28 番（森田卓司議員）  

 ありがとうございます。 



 じゃあまず，農業施設の補助金の交付についてですが，やっぱり皆さんいつその交付が

してもらえるのかということを気にされております。農業も４月，５月ぐらいからは始め

ないといけないですし，そういうことを考えると早期の交付が必要だと思いますが，それ

は国の制度なのでこれから調査とかもあるのだと思っております。これは相当時間がかか

りそうな答弁だったわけですけれど，そこに貸し付けをするような制度は岡山市としては

持ってないのでしょうか。 

 

◎赤坂隆産業観光局長  

 この補助金は後から交付ということですので，実際には農家の方にお金を用意していた

だくということになりますが，これの融資制度については，国において災害関連資金の５

年間実質無利子化などの特例措置などがありますのでそういうのを活用するであるとか，

あと本市ではＪＡトータルプランということで融資制度がありますけれども，そちらにつ

いて債務保証料を市と県で負担する支援制度などを設けておりまして，そちらのほうを活

用していただければと考えております。 

 

◆28 番（森田卓司議員）  

 ぜひそういうことも被災者の方に伝えていただきたいと思っています。 

 次に，土砂まじり瓦れきの撤去ですが，これは 27 件ということなんですけれど，私は，

裏山が崩れたとかという相談受け付けがもっともっとあってもいいんじゃないんかなと思

っているんですけど，割と少ないなと思っております。よく考えると，こういう場合，前

にも言ったかもわかりませんけど，民地と民地だからもう自分で片づけてもらわんと役所

は手が出せれんよというような状況が今まで多かったんではないかと思います。役所の方

もそこの場に行っていると思うんですけれど，今でも写真も撮ってないしどうしようかな

みたいな感じで困っている方がいらっしゃいます。そういう場合，ここは環境局長に答え

ていただくのがいいのかどうかわかりませんけれど，やっぱり災害が起きて役所の人がそ

こに行ったら写真ぐらいは撮っておくべきではないかと思うんですが，いかがでしょうか。 

 

◎門田和宏環境局長  

 確かに土砂等の撤去は，通常時でございますと土地の所有者が自己の責任として行うと

いう原則がございます。今回は大規模な災害ということで国の補助制度の対象となりまし

たので，これにつきましては私どものほうでももっと早くにこういう制度を活用できると

いうことをアナウンスできればよかったなということで，これは反省点と考えております。 

 

◆28 番（森田卓司議員）  

 先ほど市長から答弁いただいた25％から10％に少なくなるということは本当にいいこと

だと思います。今でも家の裏に石があって危険な状態の方がいらっしゃいます。そういう



方が安全に暮らせるような状況にぜひしていただきたいと思います。 

 今回の災害でいろんな制度が後から出てきたわけでございます。さっきの瓦れきの制度

を含めて，住宅の応急修理でもやはり写真が要るとか，そういうものがないとできないよ

うな制度が多いわけですけれど，罹災証明を申請して，その調査に行くときには家屋の写

真とか撮らないんですか。 

 

◎森安浩一郎保健福祉局長  

 住家の罹災調査の際には，現地の写真撮影を行うことが原則になっております。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）  

 そういうことを考えると，住宅が被災して応急修理するのに写真がないとかということ

はまず考えられないんじゃないかと思うんです。それでも写真がないとか言われる方もい

らっしゃるんですけど，それはちゃんと連絡というか，そういう状況であるというのは局

同士でできているんですか。 

 

◎森安浩一郎保健福祉局長  

 詳細は確認しておりませんけれども，罹災調査の際の写真については活用できる範囲で

可能かと思います。今後，協議して進めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）  

 そういうふうに写真を撮って罹災証明が出ているのであれば，証拠というかそういうの

があるわけですから，いろんな制度を活用するときに写真がないとだめだというような制

度であれば，写真はあるわけだと思うので，ぜひ局で，みんなで共有してやっていただき

たいと思っております。 

 次に，建部町総合スポーツセンターでございますが，早急にするということだったんで

すけれど，目安としてはどれぐらいの時期になるのか，お聞きします。 

 

◎荒島茂樹市民生活局長  

 現在，測量設計を行っているところでございまして，目安として明確なものは申し上げ

られませんが複数年……，１年で終えるのはなかなか難しいかなとは思っております。 

 

◆28 番（森田卓司議員）  

 結局出水期に工事ができないというような部分が関係してくるんだと思いますけれど，

できるだけ早く復旧していただきたいと思いますので，これは要望にしておきます。よろ



しくお願いします。 

 それから，森林政策についてでございますが，市長からも答弁があったようにいろんな

部分で活用ができると，私も資料を集めたところ，そういうふうなことになっております。

まだ国のほうでちゃんとした予算ができてないのでやりにくいかもわかりませんけれど，

約 3,500 万円が岡山市に譲与税として入ってくるということなので，それをしっかりと情

報収集して活用していただきたいと思います。これは要望にしておきます。 

 さっき御津支所に林政係をするのは無理であると言われたんですけれど，でも用地係を

南区に全部集めたじゃないですか。そこから御津や建部の北のほうに来て，今本気でやっ

てくださっているんですよ。それを考えると，別に御津支所に集めて南のほうへ行ってそ

の仕事ができないというのはちょっと整合性がとれないのではないかと私は思うんですけ

れど，そこの見解をいただいて私の質問を終わります。 

 

◎赤坂隆産業観光局長  

 この森林に関するものについては制度が新しくなって，実はその森林の実態というのを

岡山市もまだ把握できてない部分がたくさんあります。この制度を使って，まずは市内全

域にわたる私有人工林の現況であったりとか，森林所有者の意向調査であったりとか，そ

ういったあたりを踏まえて長期的な計画をつくってまいりたいと思っております。そのた

めには今現在の農林水産課でまず担っていきたい。その中で施策等へ展開させていただき

たいというぐあいに考えておりますので，よろしくお願いいたします。 

 

以上。 


